
項目名

■ □ □

実績

評価者

総務課長　高橋　国弘

■ □ □

実績

評価者

給水管理課長　村田　孝之

項目名

■ □ □

実績

評価者

水道建設課長　肥沼 宏至

項目名

■ □ □

実績

評価者

給水管理課長　村田　孝之

取水井の清掃及び機能診断実施箇所

H27決算額H27予算現額 指標名

H28年度目標 H28実績

事業の種別

無無

H28年度に改善した点

A

目標設定の考え方・根拠

第一系第12号取水井及び南部系2号井の
内部点検が完了した。

取水井の清掃及び機能診断を毎年2箇所実施
し、機能維持及び水質保全を図る。

H28目標値が未達成の理由・分
析

水道法

H28決算額（見込み）H28予算現額根拠法令

法定受託事務自治事務 法定受託＋附加

H27実績H27年度目標
H27その他職員
従事割合

H27正規職員
人件費

事業の具体的な内容及び目的

①取水井の清掃及び機能診
断

②

③

6,3628,458

6,3188,932

49,795千円

事業達成に向けての現在の課題及
び今後の課題解決に向けた取り組み

目標達成済

2箇所2箇所0.00 人
非常勤
特別職

5.75 人

第一系第6号取水井及び南部系6号井の
内部点検を行う。

H28実績H28年度目標①2箇所

②

③

0.00 人臨時職員

H29年度目標0.00 人
非常勤
特別職

5.75 人

2箇所2箇所
H28その他職員
従事割合

H28正規職員
人件費

H27決算額H27予算現額 指標名

企
業

事業の種別

2箇所0.00 人臨時職員49,306 千円

取水井（35箇所）の清掃及び機能診断を毎年2箇所実
施する。取水井の機能維持及び水質保全のため揚水
量10,000㎥/日で運用する。

法定受託＋附加法定受託事務自治事務

有無

H28年度に改善した点

Ａ

目標設定の考え方・根拠

老朽管の更新については、新たに策定し
た中期経営計画(H28～H32)を基に行っ
た。

布設及び更新延長の合計(単年度)

事業の実施方法は従来通りだが、
中期経営計画（H28～H32）により
事業費が増大している。

整備された配水管延長

①配水管の更新延長

②配水管の布設延長

③

2,041,9272,258,774

2,261,2592,960,118水道法、所沢市水道事業給水条例

H28決算額（見込み）H28予算現額根拠法令

H28目標値が未達成の理由・分
析

H27実績H27年度目標
H27その他職員
従事割合

H27正規職員
人件費

事業の目的及び具体的な内容

142,457千円

事業達成に向けての現在の課題及
び今後の課題解決に向けた取り組み

目標値である「152,600m」は、10年間の布設・
更新延長の目標となる。H28年の実績である
「16,599m」はH28年の目標に対しては達成して
いる。

14,157152,6000.00 人
非常勤
特別職

16.45 人

増大した事業量に対応できるよう適正な
人員の配置、職員の育成、工法の検討等
を図り、計画に遅れが生じないように事業
を実施していく。

H28実績①16,075m

②524m

③

0.00 人臨時職員

H29年度目標0.00 人
非常勤
特別職

法定受託＋附加法定受託事務自治事務

16.30 人

H28年度目標

16,599152,600
H28その他職員
従事割合

H28正規職員
人件費

H27決算額

事業の具体的な内容及び目的

122,660167,911

有収率
有収水量÷配水量×100

①給水管布設替延長

②管洗浄

③

152,6000.00 人臨時職員139,773 千円

（目的）市内全域に安定的に水を供給するとともに災害
に強い施設とするため、老朽管の更新や水道管の容量
不足による出水不良の改善を実施している。
（内容）老朽化が進んでいる水道管について、耐久性の
あるダグタイル鋳鉄管に更新すること及び配水本管の
未整備路線(既存給水管の老朽箇所及び出水不良個
所)について、耐久性のあるダグタイル鋳鉄管を新たに
布設する。

水道法、所沢市水道事業給水条例

H28決算額（見込み）H28予算現額根拠法令

H28目標値が未達成の理由・分
析

H27実績

事業の種別

H27年度目標
H27その他職員
従事割合

23.35 人

H28実績臨時職員

A

目標設定の考え方・根拠

漏水再発防止のため、早期に所有者より
権利放棄等を頂き、共有管の布設替えを
実施している。

早期修繕等により漏水量を減らすように対応し
ている。

H27正規職員
人件費

H27予算現額 指標名

97.14%100%
H28その他職員
従事割合

H28正規職員
人件費

127,695172,531

97.14%100%0.00 人
非常勤
特別職

100%0.00 人臨時職員185,649 千円

H29年度目標0.00 人
非常勤
特別職

漏水件数は、前年度に対し多少の増減はある
が、長期的には減少傾向になっていることから
今後も高い有収率を維持していきたい。

①　707ｍ

②　49,000ｍ

③

0.00 人202,211千円 H28年度目標
安全安心して利用できる水の安定供給を行うた
め、老朽化した水道管の早期修繕等によって、
水道施設の保全と有収率の向上を目指す。

21.65 人

事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

活動実績(H28)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

無 無

給水
管理
課

実施計画ランク

優先

取水施設保全事業

期間

H5年度～

Ｓ10年度～

実施計画ランク

重要

H28年度～

実施計画ランク

優先

導・送・配水管整備
事業

期間

給水
管理
課

水道
建設
課

水道管維持管理事
業

期間

S57年度～

上下
水道
局総
務課

実施計画ランク 事業の種別

企
業

H27予算現額 目標設定の考え方・根拠

Ａ

 各学校との調整等において教育
現場特有の制約などもあり、若干
目標校数に達しなかったが、 実施
体制については、計画的に取り組
まれており、また、授業内容も充実
していたことから、初年度でありな
がら目的はおおむね達成したと言
える。

H28年度に改善した点

小学校学習指導要領では、水道・電気・ガスの
いずれか、また、ごみ・下水のいずれかを選択
して取り上げることとされているため、より多くの
学校で水道・下水道を学習し、それに役立てて
もらうべく、実施校数を指標とする。
目標値は、前年度実績よりも増やすこととする。

各小学校に対して5月中旬（5/13）に案内を行っ
たが、水道の授業を1学期（6月頃）に行う予定
の学校が多く、時間的に対応が難しかった可能
性がある。
また、新規事業のため、前年度実績の伝播など
もなかったので、具体的な事業内容（授業の内
容）がわからず、申し込みにくかった可能性もあ
る。

学校側の実施希望時期（6月頃に集中）に
対応できる案内や、体制確保、授業内容
等の決定・準備が難しい。
新年度早々に案内を行うことや、若手職
員とベテラン職員、出前教室経験者を組
み合わせた体制を作り、また、実施内容
を常に分析・情報共有し、わかりやすい・
楽しい・飽きない・心に残る授業を作り上
げる。

事業達成に向けての現在の課題及
び今後の課題解決に向けた取り組み

H28年度から実施

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

①市内小学校数

②実施校数

出前教室実施校数

H27決算額

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

特になし 10 18

事業の具体的な内容及び目的
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

H27年度目標 H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

①32校

②6校

6,260 千円 臨時職員 0.00 人

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

期間 0.73 人
非常勤
特別職

0.00 人 H29年度目標

出前教室実施事業
非常勤
特別職

0千円 臨時職員

成果指標の目標値を毎年達成して
おり清掃及び機能診断については
一定の成果を挙げていると考えて
いる。今後も適正揚水（用水量
10,000㎥/日）により、取水井の保
全に努めていきたい。

- -

指標名

8 6

漏水件数の減少傾向にあるが、漏
水の早期対応、漏水再発防止の
共有管布設替えを積極的に行って
いる。
また、管洗浄事業が進み、濁水発
生の減少がみられる。 無無

H28年度に改善した点

事業達成に向けての現在の課題及
び今後の課題解決に向けた取り組み

漏水量、濁水発生の軽減を図り、良質で
安全安心な水安定供給するため、共有管
の布設替え及び管洗浄を中心に実施して
いきたい。

第７章　街づくり  第５節　上水道

12

市内の小学校に上下水道局職員を派遣し、啓発用パン
フレット「所沢の水道と下水道」等を使用して、上下水道
に関する授業を行う。
水道及び下水道の理解を深めてもらうとともに、生活に
欠かせない水が限りある資源であることや形を変えな
がら陸・海・空を循環していること（水の循環）などを知
ることにより、水の大切さに気付き、さらには地球の環
境保全に対する意識を高めてもらうことを目的とする。



事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

活動実績(H28)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

項目名

■ □ □

実績

評価者

給水管理課長　村田　孝之

目標達成済

根拠法令

H27決算額H27予算現額 指標名

耐震化を進めることが当該事業の目的となって
いるため回診化率を指標とする。

H29年度に西部加圧ポンプ場1号池耐震
補強工事（3,000㎥）を実施する。
H29年度に第一浄水場浄水池の耐震診
断を実施し断H31・32年度に耐震補強工
事を予定している。

H28目標値が未達成の理由・分
析

法定受託＋附加法定受託事務自治事務

水道法、水道施設の技術的基準を定める省令

事業の種別

134,892

H28決算額（見込み）H28予算現額

無無

H28年度に改善した点

A

目標設定の考え方・根拠

東部浄水場配水池4号耐震補強工事を実
施し10,000㎥の耐震化が完了した。
西部加圧ポンプ場2号池の耐震診断を実
施し、耐震性があることを確認した。
西部加圧ポンプ場1号池耐震補強設計を
実施した。H27実績H27年度目標

H27その他職員
従事割合

H27正規職員
人件費

事業の具体的な内容及び目的

配水池等の耐震化率
（耐震対策の施された配水池等の有効容量÷対
象配水池等の有効容量）×100

①耐震補強工事

②耐震診断

③耐震補強設計

249,264262,332

113,217

46.70%46.70%0.00 人
非常勤
特別職

5.40 人

臨時職員 H28実績

0.00 人
非常勤
特別職

46,764千円

71.70%0.00 人臨時職員47,163 千円

5.50 人

68.50%68.50%
H28その他職員
従事割合

H28正規職員
人件費

配水池等（13池・総有効水量92,000㎥）の耐震診断を順
次行い、その結果に基づき耐震補強設計及び耐震補
強工事を実施し、耐震化する。

H28年度目標①1池

②1池

③1池

0.00 人

H29年度目標

給水
管理
課

実施計画ランク

最優先

浄水場整備事業
（耐震補強事業）

期間

H21年度～

事業達成に向けての現在の課題及
び今後の課題解決に向けた取り組み

水道施設の基幹施設である配水
池等の耐震対策を施すことにより、
災害に強く安全で安心な配水を持
続するよう努めていきたい。


